
No. 関連箇所 意見 修正前 修正後

1
Ｐ７
（１）行政改革の必
要性

文中にある「若い世代の定住促進や産
業立地の推進による税源の涵養」につ
いて、若い世代が税源であるかのよう
な表現となっており、若い世代の方に
とっては、あまり良い印象を持たれな
いと思うので、ここの表現は検討した
方がいいと思う。

したがって、職員一人ひとりの資質と意識のより一層の
向上を図りながら、若い世代の定住促進や産業立地の推
進による税源の涵養など将来を見据えた持続可能な行財
政基盤を構築するとともに、技術革新等による急速な時
代の変化を的確にとらえ、将来の人口動態に応じた行政
サービスの在り方の見直し等、様々なことに果敢にチャ
レンジし、市政運営の安定した礎となるよう不断の行政
改革に取り組むことが求められます。

こうしたことから、定住促進や産業立地の推進による税
源の涵養など将来を見据えた持続可能な財政基盤の構築
とともに、技術革新等による急速な時代の変化を的確に
とらえた職員の資質と意識の向上や、将来の人口動態に
応じた行政サービスの在り方の見直しなどを通じて、安
定した市政運営の礎として不断の行政改革に取り組むこ
とが求められます。

2

目標の数値について、市民アンケート
調査の回答集計結果の「現在活動に参
加している」と「過去に活動に参加し
たことがある」の割合を足して設定し
ているが、どちらかと言えば、現在活
動に参加している人を増やしていくこ
とが重要であると考えるので、目標の
数値設置にあたっては、市民アンケー
ト調査の「現在活動に参加している」
の割合を基本目標とすべきではない
か。

3

目標の数値について、市民アンケート
調査の回答集計結果の「現在活動に参
加している」と「過去に活動に参加し
たことがある」の割合を足した４４.
５％の概数である４０％を基準値とし
て４年間で１０％の上昇を目指すとし
ているが、目標である５０％を達成し
たとしても、実質は５.５％の上昇とな
るので、目標の設定基準が適切ではな
いと考える。目標値の設定基準につい
て、再度検討されてはどうか。

4

Ｐ１１
具体的な方策１
具体的な取組「各種
行政手続におけるオ
ンライン化の推進」

具体的な取組として、「行かない窓
口」を挙げているが、高齢者の中には
オンライン手続きを使うことができ
ず、実際に窓口へ行かなければ手続き
ができない方もおられるので、「行か
ない窓口」という記載だけではその方
たちに対して冷たい表現と感じるとこ
ろがあり、表現について検討してもら
いたい。

本市においても利用者の目線でデジタル技術を最大限に
活用し、市民一人ひとりの新たな価値観に寄り添った質
の高いサービスを提供するなど、新たなニーズに迅速に
応えていく必要があります。

本市においても利用者の目線でデジタル技術を最大限に
活用し、市民一人ひとりの価値観に寄り添った質の高い
サービスを提供することが求められています。その一方
で、対面での支援を必要とする市民に向け、引き続き窓
口における相談や手続ができる環境を確保しつつ、多様
なニーズに迅速に応えていく必要があります。

第４回行政改革審議会での意見を踏まえた修正箇所

Ｐ１０
１．施策体系
目標３「市民協働活
動への参加者割合」

　

目標１
行政サービスの市民満足度

７５％

基準値６５％（※）から、行政改革でのサービス品質向上の取組に伴う、行政
サービスの市民満足度１０％の上昇を目指す

※「宇治市第６次総合計画第２期中期計画策定のためのアンケート調査」
（Ｒ７.６）の設問「宇治市行政サービスに対する評価」の回答結果より
　　①　満足：８.２%
　　②　やや満足：２０.８%
　　③　どちらかと言えば満足：３３.９%
　　⇒　①　+　②　+　③　＝　６２.９%　≒　６５%（基準値）

基準値４５％（※）から、市民協働活動促進の取組に伴う、身近な地域での
活動への参加者割合１０％の上昇を目指す
例）自治会・町内会などの地縁的な活動、ボランティア・ＮＰＯ・市民協働、
　　地域におけるスポーツ・趣味・娯楽の活動

※「宇治市第６次総合計画第２期中期計画策定のためのアンケート調査」
（Ｒ７.６）の設問「市民協働の活動経験」の回答結果より
　　①　現在活動に参加している：２２.４%
　　②　過去（Ｒ４.４.１～）に活動に参加したことがある：２２.１%
　　⇒　①　+　②　＝　４４.５%　≒　４５%（基準値）

目標３
市民協働活動への参加者割合

５５％

※　目標３とあわせて目標１も修正

目標１
行政サービスの市民満足度

７０％

基準値６０％（※）から、行政改革でのサービス品質向上の取組に伴う、行政
サービスの市民満足度１０％の上昇を目指す

※「宇治市第６次総合計画第２期中期計画策定のためのアンケート調査」
（Ｒ７.６）の設問「宇治市行政サービスに対する評価」の回答結果より

基準値４０％（※）から、市民協働活動促進の取組に伴う、身近な地域での活
動への参加者割合１０％の上昇を目指す
例）自治会・町内会などの地縁的な活動、ボランティア・ＮＰＯ・市民協働、
　　地域におけるスポーツ・趣味・娯楽の活動

※「宇治市第６次総合計画第２期中期計画策定のためのアンケート調査」
（Ｒ７.６）の設問「市民協働の活動経験」の回答結果より

目標３
市民協働活動への参加者割合

５０％


